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レポートボックス １ー３　応用線形代数

1. 以下では a1,a2, . . . ,am ∈ Rnを線形独立なベクトル，b1, b2, . . . , bm ∈ Rnを線形従属なベクト
ルとする．(a)～(d)の中で部分空間となっているものに関して，その部分空間が含まれるベク
トル空間を１つ示し，部分空間でないものに関しては，その理由を述べよ．

(a) span(a1 a2 . . . am).

(b) span(b1 b2 . . . bm).

(c) ベクトル空間 V の空でない部分集合 W に対して定義された ((span(W ))⊥)⊥.

(d)
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γ δ

)
∈ R2×2
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= 0
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.

2. A =

(
1 1 −1

−1 0 2

)
としたとき，Aの行空間と核を求め，それらの次元も記述せよ．

3. Sと T をRnの部分空間とする．S ∩ T ̸= {0}かつ dim(S + T ) ̸= dim(S) + dim(T )となるよう
な Sと T の例を示せ．
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